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１８・１・２９

議
員

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
見
直
し
に
当
た
り
、
分
別

収
集
の
役
割
と
費
用
を
自
治
体

か
ら
事
業
者
に
追
加
負
担
さ
せ

る
改
正
案
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
日
本
経
済
団
体
連
合

会
は
、
改
正
案
に
反
対
す
る
意

見
書
を
発
表
し
た
。
事
業
者
は

拡
大
生
産
者
責
任
の
考
え
に
基

づ
き
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す

べ
き
だ
。市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長

事
業
者
の
負
担
で
容
器

包
装
廃
棄
物
の
分
別
収
集
・

再
商
品
化
を
行
う
こ
と
な
ど
を

国
に
要
望
し
て
い
る
。
今
後
も

意
識
改
革
に
つ
な
が
る
啓
発
を

推
進
し
て
い
く
。

議
員

市
民
が
コ
ン
ポ
ス
ト

（
生
ご
み
処
理
機
）を
使
い
、生

ご
み
を
た
い
肥
化
す
る
こ
と
を

楽
し
め
る
施
策
が
必
要
だ
。
例

え
ば
、
取
り
組
み
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
「
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
制
」
を
導
入
し
、
た
ま

っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
Ｅ
Ｍ
菌
（
有

議
員

市
民
参
加
の
制
度
化
等

の
た
め
、
三
鷹
市
自
治
基
本
条

例
が
平
成
18
年
４
月
に
施
行
さ

れ
る
。
今
後
は
こ
の
条
例
制
定

を
市
政
の
改
善
に
ど
う
生
か
す

か
が
課
題
だ
。
所
見
を
問
う
。

用
微
生
物
群
）
や
マ
イ
バ
ッ
グ

が
も
ら
え
る
よ
う
な
制
度
を
検

討
で
き
な
い
か
。見
解
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
長

提
案
の
施
策

も
含
め
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員

日
本
で
１
年
間
に
使
用

さ
れ
る
レ
ジ
袋
は
、
国
民
１
人

当
た
り
300
枚
と
も
言
わ
れ
、
生

産
費
は
１
枚
約
２
円
か
か
る
。

レ
ジ
袋
が
削
減
さ
れ
れ
ば
そ
の

生
産
・
処
理
コ
ス
ト
の
節
約
、最

終
的
に
は
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
つ
な
が
り「
一
石
四
鳥
」の
効

果
が
期
待
で
き
る
。
レ
ジ
袋
削

減
は
、
消
費
者
・
行
政
・
販
売
事

業
者
が
初
め
て
同
じ
方
向
を
向

い
て
取
り
組
ん
だ
ご
み
減
量
政

策
だ
。
レ
ジ
袋
削
減
キ
ャ
ン
ペ

U

ン
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

を
実
行
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

生
活
環
境
部
長

レ
ジ
袋
の
削

減
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の
推
進

に
、よ
り
一
層
取
り
組
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
国
勢
調

査
／
水
道
事
業
に
つ
い
て

市
長

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
市
職

員
へ
の
浸
透
を
図
る
こ
と
が
、

条
例
を
今
後
の
施
策
展
開
に
生

か
す
た
め
に
重
要
だ
。

議
員

男
女
平
等
参
画
の
条
例

や
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定

に
も
取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長

男
女
平
等
参
画
条
例

（
仮
称
）の
素
案
を
ま
と
め
て
い

る
。
子
ど
も
の
人
権
保
障
の
あ

り
方
は
、
教
育
委
員
会
と
連
携

・
協
力
し
な
が
ら
考
え
た
い
。

議
員

耐
震
偽
装
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
市
の
建
築
確
認
行

政
へ
の
対
応
を
聞
く
。

市
長

安
全
安
心
の
確
保
は
市

の
責
務
だ
。丁
寧
に
検
討
す
る
。

議
員

①
介
護
保
険
制
度
が
変

わ
る
が
低
所
得
者
層
へ
の
値
上

げ
は
抑
制
す
べ
き
だ
②
新
た
に

導
入
さ
れ
る
新
予
防
給
付
で
も

ヘ
ル
パ
U

派
遣
は
必
要
だ
③
高

齢
者
向
け
配
食
サ
U

ビ
ス
の
料

金
も
値
上
げ
す
べ
き
で
な
い
。

健
康
福
祉
部
長

①
必
要
な
サ

U

ビ
ス
量
を
確
保
し
適
切
な
保

険
料
を
設
定
す
る
②
家
事
援
助

サ
U

ビ
ス
で
孤
立
化
の
防
止
を

図
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
る

議
員

文
部
科
学
省
の
調
査
に

よ
る
と
小
学
生
の
暴
力
行
為
が

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
忍

耐
力
や
対
人
関
係
能
力
、
学
習

面
で
の
ス
ト
レ
ス
の
増
大
な
ど

が
原
因
の
よ
う
だ
。
市
で
は
、

校
内
暴
力
な
ど
の
諸
問
題
に
対

応
す
る
た
め
に
、
ス
ク
U

ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
U

や
学
習
指
導
員
を

配
置
し
て
い
る
。効
果
を
聞
く
。

教
育
部
長

登
校
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
児
童
・
生
徒
が
い
る

な
ど
、
学
校
不
適
応
に
対
す
る

効
果
な
ど
が
あ
っ
た
。

議
員

市
で
は
、
小
一
プ
ロ
ブ

レ
ム
対
策
と
し
て
、
小
・
中
一

貫
教
育
校
へ
の
取
り
組
み
の
推

進
や
教
育
活
動
支
援
員
を
配
置

す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ス
ム
U

ズ
な
進
級
の
た
め
に
は
、
小
・

中
学
校
間
の
連
携
が
必
要
だ
。

連
携
の
状
況
を
聞
く
。

教
育
長

第
二
中
学
校
区
に
お

い
て
、
小
学
校
６
年
生
と
中
学

校
教
員
と
の
人
間
関
係
の
構
築

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
が
い
）、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
／
多
動

性
障
が
い
）
、
高
機
能
自
閉
症

の
児
童
・
生
徒
へ
の
総
合
的
な

教
育
的
支
援
体
制
の
確
立
が
必

要
だ
。
現
状
を
問
う
。

教
育
部
長

特
別
支
援
教
育
コ

U

デ
ィ
ネ
U

タ
U

を
全
小
・
中

学
校
に
指
名
し
、
コ
U

デ
ィ
ネ

U

タ
U

の
研
修
を
全
４
回
に
わ

た
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

議
員

市
作
成
の
地
域
安
全
マ

議
員

今
、
青
年
の
雇
用
問
題

は
大
変
深
刻
で
あ
る
。
厳
し
い

就
職
難
が
続
い
て
お
り
、
青
年

の
失
業
率
は
他
の
世
代
よ
り
も

高
い
状
態
だ
。
青
年
の
雇
用
状

況
に
つ
い
て
の
認
識
を
示
せ
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長

青
年
の
失
業
率
の
高
さ
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
い
る
。
雇
用
対

策
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員

派
遣
、
契
約
、
パ
U

ト

等
の
非
正
規
雇
用
が
増
加
し
、

不
安
定
な
労
働
条
件
と
低
賃
金

労
働
が
拡
大
し
て
き
た
。
正
社

員
と
非
正
社
員
と
の
年
収
に
は

大
き
な
格
差
が
生
じ
、
青
年
の

経
済
的
な
自
立
が
妨
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
労
働
環
境
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
市
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長

労
働
基
準
監
督
署
と
連
携
し
て

事
業
所
へ
の
働
き
か
け
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
相
談
窓
口
等

の
活
用
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

多
く
の
青
年
が
、
労
働

者
と
し
て
の
基
本
的
権
利
や
、

雇
用
主
の
責
任
に
つ
い
て
何
も

知
ら
さ
れ
ず
に
働
い
て
い
る
。

青
年
に
こ
れ
ら
の
権
利
等
を
知

ら
せ
、
社
会
的
不
利
益
を
受
け

な
い
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長

働
く
上
で
の
権
利
と
責

務
に
つ
い
て
自
ら
学
ぶ
こ
と
も

必
要
だ
。
市
も
職
業
へ
の
意
識

や
関
心
を
高
め
る
支
援
策
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
国
や
都
と

連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

議
員

労
働
法
に
関
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
青
年

へ
の
「
ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法
」
の

普
及
が
有
意
義
だ
と
考
え
る
。

配
布
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

青
年
の
就
労
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
中
で
、
有
効
な

方
策
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

議
員

非
正
規
雇
用
の
青
年
が

市
の
健
康
診
査
を
確
実
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
対
策
が
必
要
だ
。

受
診
率
向
上
の
施
策
を
示
せ
。

健
康
福
祉
部
長

積
極
的
に
広

報
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
の
住

環
境
と
道
路
計
画
に
つ
い
て
／

東
京
都
に
お
け
る
平
成
17
年
度

施
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

議
員

全
国
の
公
立
小
・
中
学

校
で
は
、
学
級
編
制
を
国
の
基

準
40
人
よ
り
少
な
く
す
る
少
人

数
学
級
の
導
入
が
進
み
、
そ
の

効
果
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
少
人
数
学
級
を
実
施
す
る

自
治
体
は
、
45
道
府
県
に
上
る

が
、
東
京
都
は
い
ま
だ
導
入
し

て
い
な
い
。
学
級
編
制
の
見
直

し
を
進
め
て
き
た
文
部
科
学
省

の
有
識
者
会
議
の
最
終
報
告
で

は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
と
学

校
の
権
限
強
化
が
提
言
さ
れ

た
。こ
れ
を
受
け
、市
町
村
に
も

学
級
編
制
権
を
与
え
る
よ
う
義

務
教
育
標
準
法
が
改
正
さ
れ
る

見
込
で
あ
る
。
少
人
数
学
級
導

入
は
止
め
る
こ
と
の
で
き
な
い

時
代
の
流
れ
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
に
は
一
刻
も
早
い
手
厚
い

教
育
が
必
要
だ
。
本
市
で
も
30

人
以
下
の
少
人
数
学
級
を
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

引
き
続
き
、
東
京
都

市
教
育
長
会
を
通
じ
、
学
級
編

制
基
準
の
弾
力
的
運
用
に
よ
る

40
人
未
満
の
学
級
編
制
の
推
進

を
都
に
要
請
し
た
い
。

議
員

人
材
の
育
成
は
国
家
の

議
員

近
年
、
市
民
主
体
の
地

域
密
着
型
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
地
域
経

済
の
活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
、
雇
用
促
進
等
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長

三
鷹
市
産
業
振
興
計
画

２
０
１
０
の
重
点
事
業
に
掲
げ

て
、
振
興
の
た
め
の
施
策
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

12
月
１
日
、
２
日
の
本
会
議
で
、
18
名
の

議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

民
主
市
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連
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中
村

洋
　
議
員

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

社
会
の
二
極
化
を
防
ぎ

市
民
生
活
向
上
を

民
主
市
民
連
合

谷
口

敏
也
　
議
員

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

学
校
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
応
策
を
問
う

民
主
市
民
連
合
　
嶋
±

英
治
　
議
員

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

楽
し
み
な
が
ら
の

ご
み
減
量
運
動
の
推
進
を

日
本
共
産
党

森

徹
　
議
員

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

30
人
以
下
学
級
導
入
で

子
ど
も
に
手
厚
い
教
育
を

子どもの権利等を保障する仕組みづくりに
取り組んでほしい

日
本
共
産
党

栗
原

健
治
　
議
員

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

働
く
青
年
の
た
め
に

配
布
・
普
及
を

政
新
ク
ラ
ブ

白
鳥

孝
　
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ

ジ

ネ

ス

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

地
域
経
済
の

活
性
化
を

③
状
況
把
握
し
対
応
し
た
い
。

議
員

障
害
者
自
立
支
援
法
で

応
益
負
担
が
導
入
さ
れ
る
。
①

市
独
自
の
軽
減
措
置
を
と
れ
②

所
得
保
障
の
た
め
の
雇
用
対
策

を
最
優
先
し
て
い
く
べ
き
だ
。

市
長

①
十
分
な
検
討
が
必
要

な
難
し
い
課
題
だ
②
障
が
い
者

就
労
支
援
推
進
研
究
会
を
設
置

し
就
労
支
援
と
生
活
支
援
の
連

動
等
の
検
討
を
深
め
て
い
る
。

議
員

生
活
に
つ
い
て
総
合
的

に
相
談
で
き
る
福
祉
の
窓
口
が

必
要
だ
。
検
討
せ
よ
。

市
長

前
向
き
に
検
討
中
だ
。

ッ
プ
は
好
評
の
よ
う
だ
が
、
危

険
と
確
認
し
た
場
所
へ
の
対
応

が
必
要
だ
。
対
応
策
を
聞
く
。

市
長

登
下
校
時
に
お
け
る
見

守
り
強
化
な
ど
、
様
々
な
取
り

組
み
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

議
員

「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
に
向
け
て
の
今
後

の
取
り
組
み
を
聞
く
。

教
育
長

第
３
次
基
本
計
画

（
改
定
）
な
ど
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
策
定
し
た
い
。

最
重
要
課
題
で
あ
る
。
国
際
的

な
学
力
調
査
で
世
界
最
高
水
準

に
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

教
員
一
人
当
た
り
の
児
童
・
生

徒
数
が
、
日
本
に
比
べ
約
５
人

も
少
な
い
。
特
に
、
小
学
校
低

学
年
な
ど
学
校
生
活
に
慣
れ
親

し
む
段
階
に
お
い
て
は
、
学
習

と
生
活
の
両
面
か
ら
少
人
数
化

を
図
る
こ
と
が
効
果
的
と
言
わ

れ
て
い
る
。
鳥
取
県
で
は
、
小

学
校
１
・
２
年
生
と
中
学
校
１

年
生
で
30
人
学
級
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
効
果
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。
義
務
教
育
の
国
庫
負

担
金
削
減
な
ど
、
国
の
政
治
が

子
ど
も
た
ち
に
背
を
向
け
よ
う

と
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

30
人
以
下
学
級
の
導
入
に
一
歩

踏
み
出
す
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。
特
に
小
学
校
低
学
年
で

の
30
人
以
下
学
級
の
検
討
を
進

め
る
べ
き
だ
。
見
解
を
伺
う
。

教
育
長

要
望
は
よ
く
理
解
で

き
る
。し
か
し
、現
実
の
教
育
現

場
を
考
え
る
と
、
学
級
を
一
律

に
30
人
と
す
る
の
は
難
し
い
状

況
だ
。
40
人
未
満
の
学
級
編
制

の
推
進
を
都
に
要
請
し
た
い
。


